
 
 

救援物資については、震災３日後の３月 14 日から本格的に入り始めた。野田村から南方に向か

うことが難しいこともあり、これまで経験したことのないほどの量の物資が届いた。しばらくは受

入れの対応に追われていたが、次第に仕分けと配給方法に問題が移行していきた。特に衣類につい

ては、多種多様のものが全国から届いたことから、職員やボランティアを動員し、仕分けの対応に

あたった。３月 24 日からは、役場付近にある農協の２階を借りて衣類の配給を開始した。この頃

には他自治体の応援職員も入りはじめ、物資や食料の配給に従事いただいた。 

災害対応が多岐にわたる一方で深刻になっていたのが職員の不足であった。もともと野田村は岩

手県でも一番職員が尐ない自治体であり、一人で何役もこなさなければならない、それでも対応が

追い付かないという状況にあった。これは、通常業務と震災関係業務を並行して行っている現在に

ついても、同様のことが言える。 

消防団については、行方不明者の捜索活動などにあたった。特に、被災地区の消防団にあっては、

家族や地域の仲間が行方不明になり、自らの住家など財産を失っているにもかかわらず、連日懸命

の活動を行い、これまで以上に消防団の存在が重要と認識させられた。このことは住民も同様に感

じていたものと思われる。 

様々な困難に直面しながらも、３月 28 日に行方不明者の捜索が終了し、これ以降、野田村は復

旧・復興に向かって各種事業を加速していきた。 

東日本大震災による野田村の被害概況であるが、震度は５弱であり地震そのものによる被害はほ

とんどなかったが、水位 16.4 メートル、最高遡上 37.8 メートルの巨大津波が沿岸部を襲った。特

に役場周辺の村中心部は壊滅的な状況であった。37 名の尊い命が失われ、住家は全壊 309 棟など、

一部損壊まで含めると 512棟が被害を受けた。避難者の数は震災直後のピーク時で 912名であった。

被害総額は 65 億 5,350 万円に上った。また、災害応急対策を進めるにあたり、県内外から多くの

関係機関の協力支援をいただいた。その状況は、警察 989 人、広域消防 2,760 人、消防団 1,309 人、

陸上自衛隊 1,132 人、市町村 672人（いずれも３月末までの延べ人数）であった。 

現在、野田村では高台移転や区画整理など、被災者の生活再建に向けた事業を進めるとともに、

地域防災計画の全体見直しを進めている。各種アンケートをもとにした震災時の問題点や県の防災

計画見直し内容を計画に反映させるとともに、計画本体の量を減らしつつ、具体的行動はマニュア

ルに委ねるなど、より実効性のある計画を目指している。あの震災を決して忘れることなく、今後

の災害対応に活かしていくことが、震災を経験した私たちの責務と考え、安心・安全な村づくりを

進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の様子（野田村役場から） 

【岩手県宮古市】宮古市における震災対応の記録

前宮古市危機管理監

小笠原 昭治

１．はじめに

平成 23 年３月の東日本大震災それに伴う大津波により当市は市制施行以来最大の被害を受け、現在

も復興に向け全市を挙げて取り組んでいる状況にある。

私は当時宮古市危機管理監を拝命しており、発災から退職した６月まで対策本部で復興に向かい合う

日々であった。今回自らが経験した被災地対応について検証も交えて振り返ることで防災に携わる方々

の今後の参考としていただければ幸いである。

２．宮古市の被害状況等

（１）津波の規模

最大波 8.5メートル以上（潮位計破損で実測不可能 12メート以上と推計）

遡上高 最高 40メートル

（２）被害の状況

ア．被害推計総額

245,660,884千円

イ．人的被害（死者・行方不明者）

男性：251人、女性：266人、合計：517人

ウ．住家被害

全 壊：5,968棟

大規模半壊：1,335棟

半 壊：1,006棟

その他被害：2,259棟

合 計：6,934棟

３．地震発生時の状況

平成 23年３月 11日 14時 46分にかつて経験したことのない激しい地震に見舞われた。文字通り立っ

て歩くこともできず、その場に座り込んで、ひたすら収まるのを待つ以外に術はなかった。後の気象庁

発表によればマグニチュード 9.0という、これは戦後最大の超巨大地震とのことであった。私は揺れが

収まった直後から漠然とではあるが、なにかしら大きな災害に結び付くという予兆を感じていた。市庁

舎は当地域の最大河川である閉伊川河口に近い場所に立地しており、川との直線距離は 15 メートル程

であった。私の部署は６階建の４階にあり、窓から河川が見渡せる状況であった。地震直後は水面には

特段の変化は見られなかった。後の情報によれば潮位に 20 センチ程の変化があったことが記録されて

いるが、肉眼で確認できる変化ではなかった。地震直後から全国瞬時警報システム（Ｊアラート）が起

動し、大津波警報を発信しだした。当市では防災行政無線を市内一円に整備しており、そのスピーカー
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